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 【ポイント】 

 ○ ニセ電話と比較し、認知件数は少ないが被害額は約３倍を記録 

 ○ 上半期は投資詐欺、下半期はロマンス詐欺の被害が増加 

 ○ ＳＮＳ型ロマンス詐欺のうち、手口の約９割が投資名目 

 ○ １件当たりの被害額は１，０００万円超 

 ○ ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺における被害時の連絡方法の約９割がＬＩＮＥ   

  

 

   １ 認知状況・被害額 ※ 千円以下は四捨五入 

      ・ 認知件数 ６６４件 

（ＳＮＳ型投資詐欺３５１件、ＳＮＳ型ロマンス詐欺３１３件） 

      ・ 被 害 額  ６９億４，１４７万円 

（ＳＮＳ型投資詐欺４０億２，２１５万円、ＳＮＳ型ロマンス詐欺２９億１，９３２万円） 

   ２ 令和６年中の被害の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・ ＳＮＳ型投資詐欺の認知件数は、ＳＮＳ型ロマンス詐欺の約１．１倍 

    ・ ＳＮＳ型投資詐欺の被害額は、ＳＮＳ型ロマンス詐欺の約１．４倍 

    ・ 上半期はＳＮＳ型投資詐欺、下半期はＳＮＳ型ロマンス詐欺の発生が増加 

    ・ ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の１件当たりの平均被害額は、約１，０４５万円 

    ・ １件当たりの平均被害額は、SＮＳ型投資詐欺が約１，１４６万円、ＳＮＳ型ロマンス詐欺が約９３３万円 



   ３ 分類別の対比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・ ＳＮＳ型ロマンス詐欺のうち、投資名目が約９割 

   ４ 年代別の対比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・ ＳＮＳ型投資詐欺は幅広い年齢層に被害が波及 

    ・ ＳＮＳ型ロマンス詐欺は５０歳代の割合が多く、４０歳代から６０歳代の年齢層で７割超 

   ５ 手口の傾向（ＳＮＳ型投資詐欺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・ 被害の入口となる接触方法（ＳＮＳ等）は、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、ＬＩＮＥ、ＴｉｋＴｏｋ、Ｆａｃｅｂｏｏｋで全体の６割以上 

    ・ うその投資話等を持ち掛けられる被害時の連絡方法（ＳＮＳ等）は、ＬＩＮＥが全体の約９割 



   ６ 手口の傾向（ＳＮＳ型ロマンス詐欺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・ 被害の入口となる接触方法（ＳＮＳ等）は、マッチングアプリが全体の３割以上、ＩｎｓｔａｇｒａｍとＦａｃｅｂｏｏｋ 

     で約半数 

    ・ だましの手口を受ける被害時の連絡方法は、ＬＩＮＥが全体の９割超 

   ７ 主な手口例～投資名目のＳＮＳ型ロマンス詐欺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ＳＮＳ等でのダイレクトメッセージ 
   マッチングアプリやＦａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ等のＳＮＳを通じて異性等を装った者とダイレクトメールでや 
  り取りを始める。 
   ※ 外国語習得用のアプリ等を通じて、外国人名のアカウントを使用したり、帰国子女等を装った犯人と 
    やり取りを始めるパターンも多い。 
    【具体的なだまし文句の例】 
    「韓国（外国）で事業をしている。日本に興味があり、あなたのことをもっと知りたい。」 
 
② ＬＩＮＥでのやり取り 
   ①のアカウントの者をＱＲコード等の方法で友だち追加して、ＬＩＮＥでのやりとりに誘導される。 
 
③ 恋愛感情や親近感の惹起   
   ＬＩＮＥトークで毎日やり取りを重ねていくうちに、メッセージで好意を寄せられたり、結婚願望を匂わせる 
  様な会話に発展し、被害者は犯人に対し恋愛感情を抱くなどして、話を信用してしまう。 
   ※ トークのパターンとして、相互の顔写真を送信し合ったり、生活上の雑談を重ねた後に好意を伝えら 
    れるパターンが多い。 
     犯人は、本人ではない容姿端麗な顔写真等を使用し、だましているものと見られる。 
 
④ 投資話等への誘導 
   しばらくの間トークを重ねると、相手から投資や副業の話を持ち掛けられる。 

    【具体的なだまし文句の例】 
    「ずっと投資（又は暗号資産）の取引をやってきており、上手くいっている。」 
    「近いうちに日本で一緒に暮らすため、将来に向けた資産運用をしよう。」 
 
⑤ 投資の疑似アプリのダウンロード 
   犯人の指示により、投資アプリをダウンロードさせられる。 
 
⑥ 金銭の振込等 
   犯人の指示により、投資資金等と称して指定の口座に数十万円単位の金額を振り込むよう指示される。 
   振り込むと、⑤のアプリ上で利益が出ているように表示され、投資が成功しているものと誤信してしまう。 
   投資資金を数回振り込んだ後、被害者が利益分を出金しようとすると、今度は出金のための所得税や 
  口座管理代金名目に更なる金銭を要求してくる。 
   ※ 振込先は、個人名義・法人名義の両方があり、名義人本人が使用しているものではない。 
     振込以外にも、暗号資産による資産運用と称して、被害者の資産を暗号資産に転化させた後、犯人 
    側に送金させる手口も見られている。 
 
 
                       〈〈次頁に続く〉〉 
    
 

                                                     〈〈次頁へ続く〉〉 



   ８ 阻止状況 

     ○ 銀行員による阻止（ＳＮＳ型投資詐欺） 

       阻止者は、窓口で高額の送金手続中の被害者に送金理由を聴取したところ、ＳＮＳで知り合った人物か 

      ら株の購入を勧められて入金手続きをしていたことが判明したことから、上司に報告のうえ、警察に通報 

      して被害を阻止したもの 

     ○ 携帯電話ショップ従業員による阻止（ＳＮＳ型ロマンス詐欺(その他名目)） 

       阻止者は、被害者が携帯電話ショップに訪れて電子マネーカードのコード番号の送信方法を尋ねたた 

      め、不審に思い、警察に通報して被害を阻止したもの 

       なお、被害者は、ＳＮＳでやり取りする相手から「荷物を受け取る手伝いをしてほしい」「荷物の送料とし 

      てコンビニで電子マネーカードを購入して欲しい」などと言われ、コンビニで電子マネーカードを購入した 

      もの 

     ○ 保険会社職員による阻止（ＳＮＳ型ロマンス詐欺(投資名目)） 

       阻止者は、被害者が営業所を訪れ、「投資の解約をするのに税金を払わないといけない」等と申し出て 

      自身の生命保険を流用し、その場で本人名義の銀行口座に振り込み、さらに「振り込みの証明として写 

      真を送るよう言われた」「銀行から投資会社に振り込む」と申し立てたことから、不審に思い、支社に相談 

      の上、警察に通報して被害を阻止したもの 

       被害者は、ＳＮＳでやり取りする相手から「老後一緒に過ごすために投資をしてお金を稼ごう」などと投 

      資話を持ち掛けられ、指定された口座にお金を振り込んでいたが、現金の引き出しを申し出たところ、「税 

      金として４１０万円を振り込む必要がある」と言われたことから、生命保険を一時流用しようとしたもの 

   ９ 検挙状況 

    ⑴ 総検挙人員  ※ 昨年から計上 

       ７人 【内訳：成人７人】 

    ⑵ 主な検挙事件 

     〇 久留米署 

       令和６年１０月、外国人をかたったＳＮＳ型ロマンス詐欺事件に関し、被害金出金役の被疑者（出し子） 

      を通常逮捕した。 

     ○ 八幡西警察署・組織犯罪捜査課 

       県内で発生したＳＮＳ型投資詐欺事件に関し、被害金の受け皿口座を開設・調達し、詐欺グループに提 

      供するなどのブローカー的役割を担う中国人グループを検挙した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


